
1 

安城市の環境についてのアンケート結果 

対象：20歳以上の安城市在住者 2,000人（無作為抽出） 

発送日：2月 19日、回収締め切り 3月 31日 

回答者数：912人（回答率 45.60％） 

 

１ 回答者の属性 

【性別】              【年齢】 

 

 

【家族の人数】            【職業】 

 

  

女

58%

男

42%

n=857

70歳以上

20%

60～69歳

21%

50～59歳

17%

40～49歳

20%

30～39歳

14%

20～29歳

8%

n=898

1人

6%

2人

23%

3人

24%
4人

22%

5人

13%

6人以上

12%

n=895

会社員

30%

無職

21%
家事専業

17%

パート、ア

ルバイト

16%

自営業

6%

公務員、

団体職員

5%

農業

2%
学生

1%
その他

2%

n=895



2 

【職場、通学先】             【通勤、通学手段】  

  

 

 
 
 

     【住居形態】          【自動車保有台数】 

  

 

 

 

 

【安城市在住年数】         【中学校区】 

   

安城市内

41%

自宅

16%
名古屋市

内

8%

刈谷市内

7%

その他

7%

豊田市内

5%

岡崎市内

5%

西尾市内

5%

知立市内

3%

碧南市内

2%

高浜

市内

1%

n=614

0 100 200 300 400

自家用車

鉄道

自転車

徒歩

バイク・原付

バス（公共交通機関）

バス（企業の送迎用）

回答（件）

一戸建持

家

71%

賃貸マン

ション・ア

パート
12%

分譲マン

ション

12%

公営住宅

2%

社宅・官公

舎

1%

一戸建借

家

1%
その他

1%

n=894

1台

26%

2台

42%

3台

16%

4台以上

12%

保有して

いない

4%

n=894

20年以上

68%

10年以上

20年未満

15%

5年以上

10年未満

7%

1年以上5

年未満

7%

1年未満

3%

n=897

安城北

18%

安城南

17%

東山

15%

安城西

13%

桜井

12%

篠目

10%

安祥

10%

明祥

5%

n=892

安城市内に職場・通学先が
ある人が半数。 

自家用車が圧倒的に多い。 

一戸建持家が７割。 複数台保有している人が７割。 

在住年数 20年以上が 7割。 

資料２ 
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２ エネルギー 

    【認知状況】 

 

 

 

 

 

 

【自動車や家電の購入時に重視する点】 

  

 

 

  

2%

13%

19%

56%

4%

14%

全く知らない

13%

44%

37%

22%

22%

30%

名前は聞いた

ことがある

54%

33%

34%

17%

56%

46%

どんなものか

知っている

20%

8%

8%

4%

14%

9%

興味はあるが

導入できない

事情がある

2%

1%

1%

0%

2%

0%

導入を検討

している

10%

1%

1%

1%

2%

0%

導入している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅用太陽光発電システム

家庭用燃料電池

家庭用蓄電池

HEMS

EV・PHV

FCV

凡例

費用（購入

費と維持

費）
69%

性能

26%

環境への

影響

5%

n=899

60%

64%

74%

69%

70%

73%

費用

37%

34%

25%

30%

23%

18%

性能

3%

2%

2%

1%

7%

9%

環境への影響

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

凡例

認知度合いが高いのは、EV・PHV、FCV、太陽光発電、認知度
合いが低いのはHEMSである。 
太陽光発電は、導入している回答の割合が最も多いものの、導入
できない事情があるとの回答も、最も多い。 

自動車や家電の購入時には、性能や環
境への影響より費用を重視。 

年齢が高くなるほど、「費用」ととも
に「環境への影響」を重視する人の割
合が多くなる。 



4 

【電気の調達先を選択する際重視する点】 

  

  

 

 

 

【再生可能エネルギーによる発電事業に対して】 【再生可能エネルギーに対する知識】 

  

 

 

 

  

料金の安

さ

50%
供給の安

定性

40%

発電時の

環境負荷

の少なさ
10%

n=896

60%

66%

53%

50%

47%

38%

料金の安さ

7%

9%

5%

5%

17%

10%

供給の安定性

33%

25%

42%

44%

36%

52%

発電時の環境負荷

の少なさ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

凡例

環境のた

めに良い

ことなの

で、協力し

たい

9%利益が出

るのであ

れば、参

加したい

23%
良いことだ

と思うが、

自分は何

もしない

33%

生活に支

障が出る

なら、反対
15%

よくわから

ない

20%

n=901

まったく知

らない

8%

言葉ぐら

いは見聞

きしたこと

がある

54%

どのような

ものか

知っている
36%

興味があ

り、積極的

に情報収

集している

2%

n=905

電気の調達先には、環境への影響よ
り、料金の安さ、供給の安定性を重視。 

条件付きも含め、「参加・協力したい」
が 3割。「何もしない」も 3割。 

興味がある人より、「まったく知らない」
人のほうが多い。 

年齢が高くなるほど、「料金の安さ」
が減り、「発電時の環境負荷の少なさ」
を重視する人の割合が多くなる。 
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３ 交通 

【電車の利用状況】 

 

 

 

 

【路線バスの利用状況】 

 

 

 

 
 

【カーシェアリング実証事業「き～☆モビ」について】 

 

 

 

まったく利

用しない

16%

年に数回利

用する

59%

月に数回利

用する

15%

日常的に利

用する

10%

n=907

10%

14%

15%

12%

14%

24%

まったく

利用しない

39%

66%

58%

62%

66%

55%

年に数回

利用する

13%

11%

17%

19%

11%

19%

月に数回

利用する

39%

10%

10%

7%

9%

2%

日常的に

利用する

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

凡例

まったく利

用しない

75%

年に数回利

用する

20%

月に数回利

用する

4%

日常的に利

用する

1%

n=908

76%

85%

84%

77%

70%

59%

まったく

利用しない

21%

14%

14%

20%

21%

28%

年に数回

利用する

3%

1%

2%

3%

5%

10%

月に数回

利用する

3%

2%

日常的に

利用する

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

凡例

まったく知ら

ない

60%

名前は聞い

たことがあ

る
25%

どんなサー

ビスか知っ

ている
13%

会員登録し

てみたい
2%

会員になっ

ている
0%

n=905

70%

66%

54%

62%

55%

58%

まったく

知らない

20%

20%

27%

24%

27%

30%

名前は

聞いたことが

ある

7%

11%

16%

12%

14%

12%

どんな

サービスか

知っている

3%

2%

2%

2%

3%

会員登録

してみたい

1%

1%

1%

会員に

なっている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

凡例

電車を日常的に利用する人は 1割。 
年齢が高くなるほど電車を利用する割
合が減る。 

路線バスを日常的に利用する人は 1％。 
年齢が高くなるほど路線バスを利用す
る割合が増える。 

会員登録意欲は、70歳未満では世代間
に差はない。 「き～☆モビ」を全く知らないが 6割。 
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【通勤・通学以外で安城市内の移動手段】 

 

 

 

 

【公共交通機関（電車・バス）の利用に対する意見】 

 

 

 

 

 

【市内の自動車移動に対する意見】 

 

 

 

自家用車

（四輪車）

82%

自転車

9%

公共交通機

関（電車・バ

ス）
4%

徒歩

4%
バイク・原

付

1%

n=884

5%

3%

4%

6%

3%

8%

6%

公共交通機関

（電車・バス）

80%

79%

82%

83%

79%

80%

89%

98%

自家用車

（四輪車）

1%

1%

2%

1%

1%

バイク・原付

10%

12%

9%

8%

12%

7%

4%

自転車

5%

7%

3%

2%
5%

4%

1%

2%

徒歩

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東山中学校区

安城北中学校区

篠目中学校区

安城西中学校区

安城南中学校区

安祥中学校区

桜井中学校区

明祥中学校区

凡例

駅やバス停

が近く便利

である
42%

本数や便数

が多く便利

である
8%

駅やバス停

が近くになく

不便である
22%

本数や便数

が少なく不

便である
28%

n=877

36%

56%

58%

29%

46%

41%

43%

7%

駅やバス停が

近く便利である

14%

13%

5%

2%

8%

7%

7%

2%

本数や便数が

多く便利である

23%

12%

13%

32%

21%

24%

20%

42%

駅やバス停が

近くになく

不便である

27%

19%

25%

37%

26%

28%

29%

49%

本数や便数が

少なく

不便である

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東山中学校区

安城北中学校区

篠目中学校区

安城西中学校区

安城南中学校区

安祥中学校区

桜井中学校区

明祥中学校区

凡例

道路が走り

やすく、便

利で快適で

ある

53%

渋滞が多

く、運転しづ

らい
33%

運転できな

い

9%

運転に不慣

れなので運

転したくない
5%

n=890

54%

54%

57%

54%

50%

51%

64%

47%

道路が走りやすく、

便利で快適である

30%

29%

34%

34%

35%

38%

27%

36%

渋滞が多く、

運転しづらい

9%

5%

4%

3%
5%

1%

2%
9%

運転に不慣れなの

で運転したくない

7%

13%

4%

9%

9%

10%

7%

9%

運転できない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東山中学校区

安城北中学校区

篠目中学校区

安城西中学校区

安城南中学校区

安祥中学校区

桜井中学校区

明祥中学校区

凡例

自家用車の割合が最も高いのは明祥中
学校区。最も割合の低い安城北、安城南
中学校区と 20ポイントの差がある。 

市内の移動手段は自家用車と自転車で
9割。 

最も「不便」が多いのは明祥中学校区で、
次いで安城西中学校区。南西部で不便と
感じる人が多い。 

「便利」と「不便」は半々。「便利」と
感じるポイントは近いこと。 

自動車移動に関しては、中学校区間で大
きな差はない。 道路は快適と感じている人が 5割。 
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【交通手段を選択する際、最も重視すること】 

 

 

 

 

４ 環境教育・啓発 

 

   

 

 

 

 

身体的な負

担が少ない

こと
59%

経済的な負

担が少ない

こと
36%

地球環境へ

の負担が少

ないこと
5%

n=890

60%

56%

65%

56%

61%

54%

身体的な負担が

少ないこと

40%

42%

34%

39%

32%

36%

経済的な負担が

少ないこと

2%

2%

5%

7%

10%

地球環境への負担

が少ないこと

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

凡例

まったく知ら

ない

57%

名前は聞い

たことがあ

る
36%

どんな団体

か知ってい

る
6%

自分がイベ

ントに参加

した
1%

家族がイベ

ントに参加

した
0%

n=904

まったく知ら

ない

74%

名前は聞い

たことがあ

る
22%

どんな制度

か知ってい

る
3%

自分がｲﾍﾞﾝ

ﾄ等に参加

した
1%

家族がｲﾍﾞﾝ

ﾄ等に参加

した
0%

n=905

まったく知ら

ない

60%

名前は聞い

たことがあ

る
24%

行ったこと

がある

3%

自分がイベ

ントに参加

した
1%

家族がイベ

ントに参加

した
0%

n=907

認定ＮＰＯ法人「地球温暖化対策地域協議
会 エコネットあんじょう」について 

【環境アドバイザー制度について】 

秋葉いこいの広場環境学習センター 
「エコきち」について 

年齢が高くなるほど、「地球環境への負
担が少ないこと」を重視する人の割合が
多くなる。 

「身体的な負担が少ないこと」を重視す
る人が 6割。 

環境学習に関する制度・団体等の認知度
が低い。 
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【安城市内で開催された環境関係のイベントへの参加について】 

  

 

 

 

 

【環境問題について情報を得る主な手段】 

  

 

 

 

 

  

イベントが

あったことを

知らない
62%

知っていた

が行ったこ

とがない
32%

自分が参加

した

4%

家族が参加

した

2%

n=903

75%

50%

61%

56%

59%

80%

54%

55%

76%

イベントが

あったことを

知らない

23%

50%

27%

31%

35%

20%

37%

39%

19%

知っていたが

行ったことがない

1%

6%

4%

1%

3%

3%
5%

家族が

参加した

1%

6%

8%

5%

6%

3%

自分が

参加した

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員

農業

自営業

公務員、団体職員

パート、アルバイト

学生

家事専業

無職

その他

凡例

0 200 400 600 800

テレビ・ラジオ

新聞・本・雑誌

安城市の広報・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄのﾆｭｰｽｻｲﾄ

家族や友人・知人の口コミ

国や愛知県のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等

地域活動・ボランティア活動

安城市のウェブサイト

ＳＮＳ

イベント

回答（件）

16%

18%

20%

22%

23%

21%

新聞・本・雑誌

28%

31%

36%

42%

40%

37%

ﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵ

16%

13%

9%

5%

6%

9%

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

9%

11%

14%

14%

16%

20%

広報やﾊﾟﾝﾌ等

1%

4%

4%

3%

5%

5%

市のｻｲﾄ

21%

12%

9%

7%

2%

1%
ﾆｭｰｽｻｲﾄ

4%

3%

1%

1%

SNS

4%

6%

4%

5%

4%

4%

口ｺﾐ

1%

2%

1%

3%

3%

地域活動等

1%

1%

1%

イベント

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

凡例

「イベントがあったことを知らない」人
が 6割。 

「イベントがあったことを知らない」の
は、会社員が多い。自営業、公務員、パ
ート・アルバイト、家事専業等は「自分
が参加した」人が多い。 

「テレビ・ラジオ」、「新聞・本・
雑誌」に次いで、「安城市の広
報・パンフレット」の利用者が
多い。 
安城市のウェブサイトや SNS
など新しいメディアは活用さ
れていない。 

年齢が低くなるほど、「ニュースサイト」
「SNS」を利用する人の割合が多くな
る。「市の広報」は年齢が低くなるほど
少なくなる。 
「市のサイト」は年齢による変化はあま
りない。 
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５ 自然環境 

【油ケ淵について】           【根羽村について】 

 

 

【三河湾について】 

 

 

６ 生活環境 

【優れている点と劣っている点】 

  

まったく知ら

ない

13%

名前は聞い

たことがあ

る
21%

どんなとこ

ろか知って

いる
20%

行ったこと

がある

46%

n=906

まったく知ら

ない

35%

名前は聞い

たことがあ

る
34%

どんなとこ

ろか知って

いる
10%

行ったこと

がある
21%

n=903

まったく知ら

ない

3% 名前は聞い

たことがあ

る
17%

どんなとこ

ろか知って

いる
18%

行ったこと

がある

62%

n=901

0 100 200 300 400

まちの景観（街並み・田園風景）

交通の利便性

水のきれいさ

静けさ

緑の豊かさ

空気のきれいさ

公園などの憩いの場

自然災害に対するリスクの少なさ

日当たりの良さ

生きものの多様さ

ポイ捨てなどの環境マナー

回答（件）

優れている点

劣っている点

優れている点＞劣っている点で、 
安城市の強み 
・まちの景観 
・自然災害に対するリスクの少なさ 

劣っている点＞優れている点で、 
安城市の弱み 
・交通の利便性 
・生き物の多様さ 
・ポイ捨てなどの環境マナー 

油ヶ淵、三河湾に比べ、根羽村は「全く
知らない」人が多い。 
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７ 地球温暖化 

【地球温暖化の影響】 

 

 

 

 

 

 

【地球温暖化対策の必要性】 

 

 

  

実感がない

13%

生活に支障

はほとんど

ないが影響

を感じる

62%

生活するの

に我慢が必

要な程度の

影響がある

18%

生活するの

に対策が必

要なほどの

影響がある

7%

n=906

16%

19%

4%

15%

7%

20%

9%

18%

20%

実感がない

65%

52%

59%

50%

64%

80%

66%

58%

50%

生活に支障は

ほとんどないが

影響を感じる

14%

19%

27%

23%

19%

20%

18%

15%

生活するのに我慢

が必要な程度の影

響がある

5%

10%

10%

13%

10%

5%

5%

15%

生活するのに対策

が必要なほどの影

響がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員

農業

自営業

公務員、団体職員

パート、アルバイト

学生

家事専業

無職

その他

凡例

対策が必要

とは思わな

い
5%

対策が必要

だと思うが、

自分が実行

する気には

ならない

22%

対策が必要

であり、自

分も実行し

たい

65%

対策が必要

であり、自

分はすでに

実行してい

る

8%

n=898

3%

5%

2%

6%

5%

0%

1%

8%

15%

対策が必要とは

思わない

25%

24%

18%

10%

18%

40%

21%

24%

20%

必要だと思うが、

自分が実行する

気にならない

61%

73%

65%

72%

68%

62%

対策が必要で

あり、自分も

実行したい

10%

5%

6%

19%

5%

9%

6%

20%

対策が必要で

あり、自分はすでに

実行している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員

農業

自営業

公務員、団体職員

パート、アルバイト

学生

家事専業

無職

その他

凡例

対策を「実行している」人は 1割だが、
「実行したい」人は 7割。 

「公務員、団体職員」は、「すでに実行
している」人が多い。「会社員」、「家事
専業」は少ない。 

影響を感じている人は 9割。 

「会社員」「農業」「公務員、団体職員」
は「実感がない」人が多い。 
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８ 自由筆記 

多く見られた意見を以下に示す。 

 

【全般】 

・住みやすい、住みよい 

・中心街（商店街）が寂しい 

・税金の無駄遣いを感じる 

・その他の要望、提案 

 

【交通・エネルギー】 

・道路の整備、管理が悪い 

・公共交通機関が不便 

・あんくるバスが不便（路線、便数） 

・車を使わなくても良い街づくりをしてほしい 

・次世代自動車、再生可能エネルギー等への補助金等を充実させてほしい 

 

【まちなみ】 

・田畑が少なくなった、田畑を残してほしい（生き物が減った、） 

・街灯を増やしてほしい 

 

【ごみ・マナー】 

・ごみのポイ捨てが多い 

・ごみ出し環境が悪い、ごみが出しにくい 

・市民のマナー、意識を向上させてほしい 

 

【協働】 

・安城市の環境行政がわかりにくい 

・環境情報の発信、環境教育の充実 

・私・我が家の環境活動の紹介 

 

 


